
研 究 科 教 授 会 議 事 要 旨  

日   時  平成３０年２月２２日（木）１３時５８分～１６時１１分 

場   所    ユメンヌホール 

出 席 者   栗本研究科長 

赤井、入戸野、森川、篠原、釘原、佐藤、三好、臼井、綿村、権藤、青野、

小林、金澤、八十島、足立、中野、川端、吉川、牟田、ノース、山中、斉藤、

辻、高谷、遠藤、中山、白川、ズグスタ、福岡、中川、森田、藤川、前迫、

藤岡、三宮、井村、老松、岡部、西森、野坂、佐々木、野村、近藤（博）、 

小野田、高田、中澤、園山、檜垣、稲場、志水、渥美、澤村、大谷、河森、

杉田、中道、岡田、鈴木、安元の各教員（計６０名） 

欠 席 者  山田、村上、シュベントカー、千葉、藤目、バイサウスの各教員（計６名） 

海外渡航者等 木村、山本教員（計２名） 

 〔議事に先立ち、前回（１月２５日）の議事要旨を確認した。〕 

                                    議  事 

（協議事項） 

１．研究科委員会の議決事項について 

研究科長から、本日開催の研究科委員会での議決事項について説明があり、審議の結果、

これを承認した。 

２．国立台湾大学公共衛生学院との部局間学術交流協定及び連携研究ラボ設置の覚書の締結につ 

いて            

資料１に基づき、部局間学術交流協定書及び連携研究ラボ設置の覚書について説明があ

り、審議の結果、これを承認した。 

３．未来共創センター長候補者について                           

現未来共創センター長の任期が平成 30年 3 月 31 日で満了となるため次期センター長候

補者を選出した旨説明があり、審議の結果、これを承認した。 

４．公認心理師プログラム運営室准教授の選考について（第２回） 

前回から継続審議の同室准教授候補者について、投票の結果、准教授採用を承認した。

なお、採用年月日は平成 30 年 4月 1 日を予定している旨、補足説明があった。

５．臨床教育学講座教授の選考について（第１回） 

資料３に基づき、同講座教授候補者の選考経過、経歴等について説明があり、審議の結

果、次回継続して審議することとした。 

６．公認心理師プログラム運営室特任講師の選考について

資料４に基づき同室特任講師候補者の選考経過、経歴等について説明があり、投票の結

果、特任講師採用を承認した。なお、採用年月日については平成 30 年 4月 1 日を予定して

いる旨、補足説明があった。 



７．社会環境学講座助教採用について 

資料５に基づき、同講座助教候補者について、選考経過、経歴及び業績等について説明

があり、審議の結果、採用することを承認した。なお、採用年月日は平成 30 年 4 月 1 日を

予定している旨、補足説明があった。 

８．特任助教の採用について 

科学研究費で特任助教を雇用したいとの申出があった旨説明があり、続いて資料６に基

づき、特任助教候補者について、選考経過、経歴及び業績等の説明があり、審議の結果、

採用することを承認した。 

９．社会環境学講座准教授選考委員会の設置について 

社会環境学講座准教授選考委員会を設置する旨説明があり、審議の結果、これを承認し

た。

１０．平成３０年度人間科学研究科兼任教員の委嘱について 

資料７に基づき、各学系から兼任申請があった旨説明があり、審議の結果、一部修正の

上、委嘱することを承認した。 

１１．招へい研究員の受入れについて 

資料８に基づき、招へい研究員の受入れ申請が３件あったこと、経歴、研究業績等の説

明があり、審議の結果、受入れを承認した。

１２．学内委員の選出について 

資料９に基づき、任期満了となる学内委員について、研究科長による人選及び各部局等

からの指名により委員が交代となることについて説明があり、審議の結果、これを承認し

た。

１３．UNESCO Chair の申請について 

2 月 26 日にパリユネスコ本部で UNESCO Chair 担当者と意見交換を行い、意見交換の結果、資

料１０の申請書等を修正する可能性がある旨説明があり、審議の結果、これを承認した。 

１４．業績評価について

1月 22 日の役員会において「大阪大学教員業績評価基本方針」が一部改正されたことを

受けて、平成 30年４月以降可能な限り早期に新基準による施行を実施する必要がある旨説

明があり、資料１１に基づき説明があり、審議の結果、これを承認した。 

１５．平成 30 年度部局年度計画等の作成について 

平成 30 年度部局年度計画作成依頼があり、本部提出期限が 2 月 16 日であったため、

2月 7日開催の運営会議において、作成については執行部に一任し、本部提出後に事後

承認を得ることとした旨説明があった後、資料１２に基づき、平成 30 年度部局年度計

画について説明があり、審議の結果、これを事後承認した。 

１６．教員研修センター研修員の受入れについて 

資料１３に基づき、京都府教育委員会から 2名を受け入れることについて申し入れがあ

った旨説明があり、審議の結果、これを承認した。 

１７．その他 

   な し 

（報告事項） 

１．大阪大学オムニサイト協定の締結について 



資料１４に基づき、「パナホーム株式会社」と協定を締結する旨報告があった。 

また、2月 11 日（日）に岩手県野田村において同村との協定締結調印式を行った旨報告

があった。 

２．各種委員会等報告について 

  各委員長・委員等から１９件の報告があった。 

[学内関係] 
（１）吹田地区事業場安全衛生委員会（2.2）
（２）入試委員会（2.2）
（３）教育課程委員会（2.9）
（４）全学教育推進機構会議（2.9）
（５）学生生活委員会（2.14）
（６）人文社会系戦略会議（2.14）
（７）教育研究評議会（2.21）
（８）部局長会議（2.21）
（９）全学教育推進機構運営協議会（2.21）
（10）吹田地区事務長会（2.13）
（11）その他

[部内関係] 
（１）カリキュラム改革 WG（2.7）
（２）公認心理師養成システム準備委員会（2.8）
（３）UNESCO Chairs 設立準備委員会（2.8）
（４）論文博士学位論文受理検討委員会（2.9）
（５）教務委員会（2.15）
（６）運営会議（2.7,2.21）
（７）未来共創センター報告

（８）各室報告

   ○研究推進室 

３．奨学寄附金の受入れについて 

資料１６基づき 1件の報告があった。 

４．教員の海外渡航について 

資料１７に基づき、９件の報告があった。 

５．教員基礎データの更新について                                        

本研究科の更新率について報告があり、未更新者については、個別に連絡するので、至

急更新するよう依頼があった。 

６．「公的研究費の取り扱いに関する理解度チェック」の実施について        

2 月 16 日現在の受講率の報告があり、未受講者は各自期間内に受講するよう依頼があっ

た。 

７．その他                                                             

な し 
以  上 


